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概要 1
計算列とは、式または条件付き検索テーブルを使用して作成された列のことです。計算列は処理メ
ソッドで作成されます。

処理中に、式と条件付き検索テーブルが適用され、結果は定量テーブルのカスタム列に表示されま
す。

注: 旧バージョンの SCIEX OS で作成された計算列が使用されている場合は、結果が正しいことを
確認してください。

このドキュメントでは、計算列機能の使用方法を説明しています。

概要
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式 2
注: 式は frml ファイルとしてインポート、エクスポートでき、後で使用したり、共有することができま

す。

式エディタ
次の図は、式エディタのインターフェースを示しています。

図 2-1 : 式のページ

項目 説明

1 処理方法のワークフローにおける計算列ステップ。クリックして 計算列 ページ
を開き、次に 追加 > 式 をクリックします。

式
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項目 説明

2 式名フィールド。式名を入力します。

注: 式名には角括弧または丸括弧を含めることはできません。また、関数名と
同じにはできません。

注: フラグ設定ルールまたは他の式で使用された式の名前は、変更できませ
ん。

ヒント! 処理後、式は定量テーブルに列として追加されます。列ヘッダーは、式
の名前です。画面スペースを最大限に活用するため、式の名前は短くするこ
とをお勧めします。説明 フィールドには詳細情報を含めることができます。

ヒント! 複数の式を含む計算の場合、式が使用される順序を指定するために、
意味のある接頭語と数値を使用してください。

3 説明フィールド。説明は 計算列 ページに表示されます。

ヒント! 可能であれば、説明 に式を含めます。ユーザーが式を開いてその内
容を確認する必要はありません。

4 一般的に使用される関数と演算子を含む計算機。式の参照および演算子を
参照してください。

5 式フィールド。式で使用する関数、演算子、列、値を入力または選択します。

6 Validation セクション。式 フィールドにエラーが含まれている場合、このセクシ
ョンにエラーメッセージが表示されます。メッセージは、エラーが発生した位置
を明らかにします。たとえば、ユーザーが次の式を入力した場合：

IFS([Sample Type] == 'Standard'; 'Yes'; 'No')

以下のエラーメッセージが表示されます。

The Formula contains an invalid function at position
1: IFS.（式の 1 番目の位置に無効な関数 IFS があります。）

7 式 フィールド内の括弧にハイライトを適用するオプション。

8 テキストエントリに対して実行する処理を制御するオプションのセット。結果の
テキスト値を次のように扱う フィールドは、数値とテキストの両方の出力が含
まれる可能性がある定量テーブルの列において重要です。たとえば、N/A、
degenerate、<0、<0、>0、not enough points、less than n
points、および無限大の記号などです。詳細な情報については、結果のテ

キスト値を次のように扱うオプションを参照してください。

9 利用可能な定量テーブルの列。列をクリックして式フィールドに追加します。

式
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項目 説明

10 利用可能な回帰パラメータ。パラメータをクリックして式フィールドに追加しま
す。

注: 回帰パラメータは、キャリブレーションカーブ ペインにのみ表示されます。
定量テーブルには列として含まれません。

注: 回帰パラメータは、線形、原点を通る線形、二次、およびゼロ点を通る線
形二次回帰タイプの計算列でのみサポートされます。指数、Wagner、Hill、
平均感度係数 の各回帰タイプには対応していません。

11 利用可能なサンプルタイプ。関数が動作するサンプルの種類を選択します。

注: このセクションは、集計関数、つまり複数の行に対して操作を行う関数に
ついて表示されます。

12 使用 チェックボックスがオフの状態のサンプルを含めるオプション。

注: このセクションは集計関数について表示されます。デフォルトでは、集計関
数を使用する計算には、使用 チェックボックスがオンの行のみが含まれます。

13 式を保存するか破棄するかのオプション。

単純な算術
単純な数式を作成して、基本的な数学演算を実行できます。

例: R2

[r]*[r]

この例では、R2 の値を計算するために、R 値をそれ自身で乗算する乗算演算子（*）が使用されて
います。

例：1 秒あたりのポイントの収集

[Points Across Baseline]/(([End Time]-[Start Time])*60)

この例では、ベースライン全体のポイントが、積分されたクロマトグラムのピークの開始から終了ま
での秒数で除算されます。この数式は、除算 (/)、乗算 (*)、および減算 (–) 演算子を使用します。

より複雑な関数
他にも多くの関数と制御構造が利用できます。一般的な関数としては、MEAN、MAX、MIN などが
あり、計算機の数式バーの下に表示されます。構文の詳細、演算子、関数の完全なリストを表示す
るには、式エディタページで F1 を押します。

式
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例：標準の平均（[面積]）

すべての値を操作する関数を使用する場合、計算に含めるサンプルを選択できます。

図 2-2 : 標準サンプルのみのピーク面積の平均値を取得する

例：関数をまとめる

単純な算術とより複雑な関数をまとめることができます。たとえば、取得された 1 秒あたりの平均ポ
イントを計算するには、次の式を使用します。

MEAN([Points Across Baseline]/(([End Time]-[Start Time])*60))

注: 集計関数の組み合わせは推奨されません。集計関数ごとに別の列を作成し、それらの列を使
用する式を作成します。

IF 関数
IF 関数は論理テストを行い、true または false の結果を返します。ネストされた IF 関数を使用

して、複数の条件をテストします。IF 関数は、および や または などの他の論理関数と組み合わせ
て、論理テストを拡張できます。

基本的な IF ステートメントの構文は次のとおりです。

IF(condition;value if true;value if false)

式
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ここで：

• condition は、true または false として評価できる値または論理式です。

• value if true は、関連する定量テーブルの列に表示される値です。その場合、 condition が true
です。

• value if false は、関連する定量テーブルの列に表示される値です。その場合、 condition が
false です。

注: 文字 && と || は、それぞれ および と または に使用できます。演算子 および と または は前後
にスペースが必要ですが、演算子 && および || には不要です。

注: IF 関数記号は、計算機から選択または入力します。または別のソースからコピーすることがで
きます。IF 関数では、大文字と小文字が区別されません。

注: IF ステートメントでは、複数の <condition>、ユーザーが 1 つも評価しなかった場合
<condition>、次に <value if false> 出力は定量テーブルのカスタム列に表示されます。

IF 関数を使用すると、平均 や STDEV などの他の数値関数を、次の式で使用することもできます。
condition、 value if true、または value if false 式。

condition

たとえば、 condition の例を次に示します。

[Area]>5000

[Component Name]='Analyte 1'

[Retention Time]> 1 and [Retention Time]<2

value if true および value if false

この value if true および value if false は、数値またはテキストです。

if([Retention Time]> 1 and [Retention Time]<2; '1-2 min RT 
window'; 
'not applicable')

注: 式では改行は無効です。式フィールドに式の例を貼り付けた場合は、改行を削除します。

演算子

表 2-1 : 演算子 (電卓に含まれる)

演算子 説明

/ 演算子の前の値を演算子の後の値で除算します。

式
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表 2-1 : 演算子 (電卓に含まれる) (続き)

演算子 説明

* 演算子の前の値と演算子の後の値を乗算します。

– 演算子の後の値から演算子の前の値を減算します。

= 関数の出力を表示します。

+ 演算子の前の値を演算子の後の値に加算します。

( ) 演算順序を指定します。最初に実行する計算を括弧内に入れます。

表 2-2 : 比較演算子と論理演算子 (手動で入力可能)

演算子 説明

< 演算子の前の値が演算子の後の値より小さい場合、結果は true にな

ります。それ以外の場合、結果は false になります。

<= 演算子の前の値が演算子の後の値以下である場合、結果は true にな

ります。それ以外の場合、結果は false になります。

> 演算子の前の値が演算子の後の値より大きい場合、結果は true にな

ります。それ以外の場合、結果は false になります。

>= 演算子の前の値が演算子の後の値以上である場合、結果は true にな

ります。それ以外の場合、結果は false になります。

!= 演算子の前の値が次の値と等しくない場合、結果は true になります。

それ以外の場合、結果は false になります。

&& 演算子の前後の式がともに true なら、結果は true になります。一方ま

たは両方の式が false の場合、結果は false になります。ブール型 お
よび 演算子の文字表現。式では、&&、および、またはその両方を使用
できます。

|| 演算子の前後いずれかの式が true なら、結果は true になります。両

方の式が false の場合、結果は false になります。ブール型 または 演
算子の文字表現。式では、||、または、またはその両方を使用できます。

true チェックボックスがある列の場合、チェックボックスがオンになっている列
を特定します。
例 1: IF([Sample Type] = 'Standard'&&[Used] =
true&&[Reportable] = true; 'Qualified STD
reported';'')

false チェックボックスがある列の場合、チェックボックスがオフになっている列
を特定します。

1 式では改行は無効です。式フィールドに式を貼り付けた場合は、改行を削除します。

式
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結果のテキスト値を次のように扱うオプション
結果のテキスト値を次のように扱う オプションは、テキストまたは数字とテキストの組み合わせを含
むカスタム定量テーブル列で、テキストがどのように解釈されるかを制御します。たとえば、サンプ
ルタイプ列にはテキストのみ、プリカーサー質量列には数値のみ、算出濃度列には数値とテキスト
の両方が含まれる場合があります。

式ごとに、ユーザーはその式で使用される関数に適用できる値に結果のテキスト値を次のように扱
うオプションを設定できます。次の値が使用可能です。

• ゼロ

• 無視（ブランク）

• エラー（N/A）

• 元のテキスト

注: これらのオプションの詳細については、ヘルプシステムを参照してください。

以下の関数で計算を行う場合、推奨されるオプションは、ゼロ、無視（ブランク）、または エラー
（N/A）：COUNT、MAX、STDEV、SUM、MIN、MEDIAN、GET、GETGROUP、SLOPE、
INTERCEPT、MAD、GETSTAT、GETSAMPLECLOSEST、GETSAMPLECLOSESTHIGH、
GETSAMPLECLOSESTLOW、または GETSAMPLEEQUAL です。これらのオプションは、数式
に数値が含まれている可能性のある列がある場合、IF ステートメントでも推奨されます。

テキスト値の連結に推奨されるオプションは 元のテキスト です。

例

この例では、テキスト値を含む 2 つの列を連結します。この場合、元のテキストオプションを推奨し
ます。

[Sample Name] +‘ ‘+ [Sample Type]

この式は、サンプルの名前とそのタイプを含む概要列を追加します。たとえば、サンプル名が
Calibrator 1、タイプが Standard の場合、計算列には Calibrator 1 Standard が含まれま

す。この式では、結果のテキスト値を次のように扱う は 元のテキスト に設定されます。

' ' はスペースを追加します。

デフォルト以外の情報の簡単な抽出
計算列機能を使用すると、デフォルトでは定量テーブルに表示されない情報を表示できます。

たとえば、R2 を定量テーブルの列として表示するには、回帰パラメータ リストで R2 をクリックしま
す。
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図 2-3 : 計算列を含むカスタム列を作成する

式
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例：式

GET 関数

未知のサンプルに最も近い領域の標準イオン比を求めます（GETSAMPLECLOSEST）

図 2-4 : 式：Ref MRM Ratio

注: 次の表は、前図の各設定の概要を示しています。

式
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表 2-3 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Ref MRM
Ratio

GETSAMPLECLOSEST([Ion
Ratio];[Area])

他のサンプルの中で面積が最も近
い標準のイオン比。図 2-5 の列 1 を
参照してください。

標準 エラー（N/A） いいえ

図 2-5 : 定量テーブル：Ref MRM Ratio、High Ref MRM Ratio、Low Ref MRM Ratio、Equal Ref MRM Ratio による計算列

式
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GETSAMPLECLOSESTHIGH、GETSAMPLECLOSESTLOW、および GETSAMPLEEQUAL

表 2-4 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

High Ref MRM
Ratio

GETSAMPLECLOSESTHIGH([Ion
Ratio];[Area])

未知のサンプルの面積以上の面積
を持つ最も近い標準のイオン比。図
2-5 の列 2 を参照してください。

標準 エラー（N/A） いいえ

Low Ref MRM
Ratio

GETSAMPLECLOSESTLOW([Ion
Ratio];[Area])

未知のサンプルの面積以下の面積
を持つ最も近い標準のイオン比。図
2-5 の列 3 を参照してください。

標準 エラー（N/A） いいえ

Equal Ref
MRM Ratio

GETSAMPLEEQUAL([Ion
Ratio];[Area])

標準のみを対象とした
GETSAMPLEEQUAL の結果。図
2-5 の列 4 を参照してください。

標準 エラー（N/A） いいえ

2 つの連続サンプルの面積を比較：回収率とキャリーオーバーの分析のための GETVALUE

表 2-5 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Previous
SampleIndex

[Sample Index]-1 定量テーブルの前のサンプルのイン
デックス。

該当なし エラー（N/A） 該当なし

式
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表 2-5 : 設定 (続き)

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Previous
SampleArea

GETVALUE([Area];
[PreviousSampleIndex];
[Sample Index])

このサンプルより前に取得されたサ
ンプルの成分の面積。

標準 エラー（N/A） いいえ

式
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図 2-6 : 定量テーブル：PreviousSampleArea
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2 つのトランジションの値を 1 つの行に移動します：GETGROUP

表 2-6 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

GET Ametryn
Group
CalcConc

GET([Calculated
Concentration];'Ametryn
1')+GET([Calculated
Concentration];'Ametryn
2')

アメトリン 1 とアメトリン 2 の算出濃
度の合計。

不明 エラー（N/A） いいえ

GETGROUP
Qual
CalcConc

GETGROUP([Calculated
Concentration];2)

グループ内の 2 番目のトランジショ
ンの算出濃度。

不明 エラー（N/A） いいえ

式
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図 2-7 : 定量テーブル：GET Ametryn Group CalcConc と GETGROUP Qual CalcConc

統計値をフラグ付けやレポート作成に利用できるようにする：GETSTAT

表 2-7 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

CV%STD GETSTAT('Percent
CV';'Calculated
Concentration')

統計表の標準および QC の 算出濃
度 の パーセント CV 値。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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表 2-7 : 設定 (続き)

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Av_RT_
Prefix

GETSTAT('MEAN';'Retention
Time';'Sample Name
Prefix')

サンプル名プレフィックス でグルー
プ化されたサンプルにおける 保持
時間 の平均値。

標準 エラー（N/A） いいえ

式
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図 2-8 : 定量テーブル：CV%STD
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図 2-9 : 定量テーブル：Av_RT_Prefix

式
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集計関数

集計関数は、複数の行に対して操作を行う関数です。たとえば、MIN 関数は、定量テーブルのすべての行の列で最小の値を見つけます。MEAN 関数
は、列の平均値を計算します。

表 2-8 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

STD COUNT
Area

COUNT([Area]) 標準サンプルで検出された領域の
値の数

標準 無視する いいえ

STD MAX Area MAX([Area]) 標準サンプルの領域で検出された
最大値

標準 無視する いいえ

STD MEAN
Area

MEAN([Area]) 標準サンプルの領域の平均値 標準 無視する いいえ

STD MEDIAN
Area

MEDIAN([Area]) 標準サンプルの中央領域値 標準 無視する いいえ

STD MIN Area MIN([Area]) 標準サンプルの最小領域値 標準 無視する いいえ

STD STDEV
Area

STDEV([Area]) 標準サンプルの領域値の標準偏差 標準 無視する いいえ

STD SUM Area SUM([Area]) 標準サンプルの全領域値の合計値 標準 無視する いいえ
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図 2-10 : 定量テーブル：集計関数
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数値関数

表 2-9 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Rounded
Calc. Conc

ROUND([Calculated
Concentration];3)

算出濃度（小数点以下 3 桁に丸め
られた値。）

該当なし エラー（N/A） 該当なし

Calc. Conc
Ceiling

CEILING([Calculated
Concentration])

算出濃度 以上の（または等しい）最
小の整数。

該当なし エラー（N/A） 該当なし

Calc.Conc
Floor

FLOOR([Calculated
Concentration])

算出濃度 以下の（または等しい）最
大の整数。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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図 2-11 : 定量テーブル：数値関数

注: この例では、ROUND 関数は、ROUND([算出濃度];3) という式で示されているように、小数点以下 3 桁を使用します。CEILING 関数は、算出濃

度 以上の最小の整数を算出します。値は 定量テーブルの表示設定 ダイアログ内で小数点以下 1 桁として設定されます。FLOOR 関数は、算出濃度 以
下の最大の整数を算出します。この値は、定量テーブルの表示設定 ダイアログで小数点以下 0 桁として設定されます。
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数値形式

表 2-10 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Calc.Conc.
Format

IF([Calculated
Concentration]<1;TEXT([Ca
lculated
Concentration];'#0.00');I
F([Calculated
Concentration]<10;TEXT([C
alculated
Concentration];'#0.0');TE
XT([Calculated
Concentration];'#,###')))

算出濃度 は結果の制限値に該当す
るようにフォーマットされます。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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テキスト関数

レビューが必要なピークを特定するために算出濃度を使用します：ISNUMBER

表 2-11 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Calc. Conc.
Review

ISNUMBER([Calculated
Concentration])

true 算出濃度 に数字が含まれてい
る場合、または false そうでない場
合。

該当なし エラー（N/A） 該当なし

Review Peak ISNUMBER([Calc. Conc.
Review]= true;[Area];’
Review Needed’)

算出濃度が数値の場合は、面積で
す。算出濃度がテキストの場合
は、"Review Needed" です。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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図 2-12 : 定量テーブル：Calc. Conc. Review および Review Peak
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サンプル ID とバーコードの列から情報を抽出します：LEFT、TRIM、RIGHT

表 2-12 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Assay LEFT([Sample ID];4) サンプル ID の最初の 4 文字（文字
または数字）です。

該当なし エラー（N/A） 該当なし

Barcode Trim TRIM([Barcode]) すべてのスペースが削除された バ
ーコード 列の内容。

該当なし エラー（N/A） 該当なし

Req # RIGHT([Barcode Trim];8) Barcode Trim の最後の 8 文字。 該当なし エラー（N/A） 該当なし
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図 2-13 : 定量テーブル：LEFT、TRIM、RIGHT 関数での計算列

項目 説明

1 サンプル ID 列の最初の 4 文字。

2 文字列間の単一スペースを除き、先頭、末尾、および内部スペースはすべて、バーコード 列から削除されます。

3 Barcode Trim 列の最後の 8 文字。
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注: LEFT 関数と RIGHT 関数は、数値列では使用しないことをお勧めします。定量テーブルの表示設定 ダイアログで適用される数値の 数値形式の精
度 は計算には含まれません。これらの関数は、基礎となる値全体を操作します。

テキスト形式

表 2-13 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

Date Format
1

TEXT([Acquisition Date &
Time];'yyyy-MMMM-dd')

2022-May-04 該当なし エラー（N/A） 該当なし

Date Format
2

TEXT([Acquisition Date &
Time];'MM/dd/yyyy')

05/04/2022 該当なし エラー（N/A） 該当なし

Date Format
3

TEXT([Acquisition Date &
Time];'dddd MMM dd,
yyyy')

Wednesday May 04, 2022 該当なし エラー（N/A） 該当なし
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IF 関数

内部標準のパフォーマンスをテストするために、平均面積を使用します

該当するサンプル全体で内部標準（IS）面積の平均値が計算され、1e6 の値と比較されます。平均（[IS の面積]） が 1e6 より大きい場合、つまり
condition が true である場合、平均 IS 面積の値が関連する定量テーブルの列に表示されます。平均（[IS の面積]） が 1e6 未満の場合、つまり
condition が false である場合、IS パフォーマンスのレビュー が表示されます。

表 2-14 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

IS
Performance

IF(MEAN([IS
Area])>=1e6;MEAN([IS
Area]);'Review IS
performance')

true であれば平均の IS 面積、false
であればテキスト IS パフォーマンス
のレビュー です。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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未知のサンプル中の分析種の保持時間が、キャリブレーション標準の保持時間と同じであることを確認します。許容値は ±0.1 分です

表 2-15 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

RT_Check IF([Sample
Type]='Unknown';IF(ABS(ME
AN([Retention Time]-
[Retention
Time])<=0.1;'RT Pass';'RT
Fail');'N/A')

サンプルの保持時間と標準品の保
持時間の差が 0.1 を超える場合、
RT Fail となります。0.1 を下回る

場合は、RT Pass となります。サン

プルが未知のものではない場合は、
N/A となります。

標準 エラー（N/A） いいえ

STD Mean RT MEAN([Retention Time]) すべての標準サンプルの平均保持
時間です。

標準 無視する いいえ

RT delta ABS([STD Mean RT]-
[Retention Time])

平均保持時間とサンプルの保持時
間の差の絶対値。

すべて エラー（N/A） いいえ

Check RT
delta

IF([RT delta]>0.1;'RT
Fail';'RT Pass')

サンプルの保持時間と未知の保持
時間の差が 0.1 を超える場合、RT
Fail となります。0.1 を下回る場合

は、RT Pass となります。

該当なし エラー（N/A） いいえ

Check RT
Unknowns

IF([Sample
Type]='Unknown';[Check RT
delta];'N/A')

Check RT delta の出力に含ま

れる未知のサンプル。

該当なし エラー（N/A） いいえ
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図 2-14 : 定量テーブル：STD Mean RT、RT delta、Check RT Unknown

イオン比の信頼水準 信号を使用して、修正が必要なピークを特定します

信号を含む列をテストするために、IF 関数を使用できます。信号は以下の値を取ることができます。 赤、 黄、 緑、および グレー。
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表 2-16 : 設定

名前 式 出力 サンプルタイプ 結果のテキスト
値を次のように
扱う

未使用のサンプ
ルを含める

MRM Ratio
Fails

IF([Ion Ratio
Confidence]='Red' || [Ion
Ratio
Confidence]='Yellow' ||
[Ion Ratio
Confidence]='Grey';'Needs
Revision';'Pass')

イオン比の信頼水準 が赤、黄色、ま
たはグレーの場合は、Needs
Revision です。それ以外の場合

は、Pass です。

該当なし エラー（N/A） 該当なし
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図 2-15 : 定量テーブル：MRM Ratio Fails
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条件付き検索 3
条件付き検索列には、条件付き検索テーブル エントリで指定された別の列の値によって制御される
値が含まれています。

条件付き検索テーブルのエントリには、次の情報が含まれます：

• 標準またはカスタムの定量テーブル列

• 等しいなどの条件

• 検索値

• 定量テーブルの条件付き検索列に表示される出力値

検索列で複数の条件を使用する場合、条件はブール AND（OR ではありません）演算子で使用さ
れます。条件の組み合わせが false（つまり、結果が出ていない）の場合は、デフォルト出力 フィー
ルドの値が使用されます。

処理中、各条件付き検索に対して定量テーブルの列が作成されます。列の少なくとも 1 つの結果
が数値である場合、その列は数値列であり、その列に対して数値形式を選択することができます。
検索列の結果がどれも数値でない場合は、その列はテキスト列です。

フラグは、条件付き検索で作成された定量テーブルの列に使用できます。これらの列は、数式でも
使用できます。

条件付き検索エディタ
次の画像は、条件付き検索エディタのインターフェースを示しています。

図 3-1 : 条件付き検索エディタ

条件付き検索
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項目 説明

1 処理方法のワークフローにおける計算列ステップ。クリックして 計算列 ページ
を開き、次に 追加 > 条件付き検索 をクリックします。

2 名前フィールド。式名を入力します。

ヒント! 条件付き検索は、処理後に定量テーブルの列として追加されます。列
見出しは、条件付き検索の名前です。画面スペースを最大限に活用するた
め、名前は短くすることをお勧めします。説明 フィールドには詳細情報を含め
ることができます。

3 説明フィールド。説明は 計算列 ページに表示されます。

4 テーブル内の行と列の数。列または行の数を変更するには、列数 または 行

数 フィールドに数値を入力します。または、該当する  をクリックして、列
または行を追加します。

5 テキストエントリに対して実行する処理を制御するオプションのセット。結果の
テキスト値を次のように扱う フィールドは、N/A や劣化を示す記号や無限大の
記号など、数値とテキストの両方の出力が含まれる可能性がある定量テーブ
ルの列において重要です。詳細な情報については、結果のテキスト値を次の
ように扱うオプションを参照してください。

6 クリックして、すべての行を選択します。

7 クリックして、選択した行を削除します。

8 条件付き検索で使用する列。カスタムテキスト列、計算列、条件付き検索列が
使用できます。

注: このフィールドには、列の追加、削除、コピー、および貼り付けに使用でき
る右クリックメニューがあります。

9 条件付き検索テーブルで使用する条件。利用可能な値は次のとおりです。
• 等しい

• 等しくない

• 次から開始

• 次を含む

• 未満

• 以下

• 超

• 以上

条件付き検索
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項目 説明

10 条件文で使用する値。値は、定量テーブル列のタイプに合っている必要があ
ります。値には、数値、ブール値、（true または false）、またはテキストを指定
できます。

注: このフィールドには、列と行の追加、削除、コピー、および貼り付けに使用
できる右クリックメニューがあります。

11 すべての条件が満たされたときに条件検索列に表示される値またはテキス
ト。

注: このフィールドには、列と行の追加、削除、コピー、および貼り付けに使用
できる右クリックメニューがあります。

12 削除する行のチェックボックスをオンにします。

13 どの条件も満たされないときに条件検索列に表示される値またはテキスト。

注: このフィールドには右クリックメニューがあり、このメニューを使用して、こ
のフィールド内のコンテンツをカット、コピー、ペーストできます。

14 条件付き検索を保存するか破棄するかのオプション。

条件付き検索
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例：条件付き検索
例：Analyte (化合物名) および Sample Matrix Type (サンプル ID) によって制御される下限値および上限値

図 3-2 : 条件付き条件付き検索：出力分析物およびサンプル マトリックスのタイプに関連する報告可能な下限に設定された値
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図 3-3 : 条件付き条件付き検索：出力分析物およびサンプル マトリックスのタイプに関連する報告可能な上限に設定された値
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図 3-4 : 定量テーブル：LRL および URL 条件付き検索列
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例：サンプルマトリックスタイプ（サンプル ID）によって制御される、未知サンプル（サンプルタイプ）の計算濃度に使用される希釈係数

図 3-5 : 条件付き検索テーブル：出力サンプルマトリックスのタイプに関連する希釈係数に設定された値
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図 3-6 : 式：算出濃度 に適用される条件付き検索列
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図 3-7 : 定量テーブル：調整後の計算濃度

定量テーブルの表示設定 ダイアログで適用される数値の 数値形式の精度 は、数式に含まれません。数式は完全な基礎となる値に基づいて動作しま
す。
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数値の比較についても同様です。条件付き検索が定量テーブル内の数値に適用される場合、条件付き検索テーブル内の数値は、有効桁数が 15 桁で、
基礎となる完全な値と同じである必要があります。定量テーブルに表示されている数値と比較すると、一致しない場合があります。

図 3-8 : 数値形式の精度=2
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図 3-9 : 定量テーブル：数値形式の精度=2
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図 3-10 : 式：数値形式の精度
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図 3-11 : 定量テーブル：数値形式の精度=3
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式の参照 A
表 A-1 : 機能

機能 説明

ABS 指定された数値の絶対値を取得します。

構文：

ABS(n)
例：ABS(-1)

ACOS 定量テーブル列または指定した数値の値である余弦との角
度を取得します。ACOS の関数は計算機では使用できませ
んが、入力することはできます。

構文：

ACOS(n)
ここで：

• n は余弦であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。

ASIN 定量テーブル列または指定した数値の値である正弦との角
度を取得します。ASIN の関数は計算機では使用できませ
んが、入力することはできます。

構文：

ASIN(n)
ここで：

• n は正弦であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

ATAN 定量テーブル列または指定した数値の値である逆正接との
角度を取得します。ATAN の関数は計算機では使用できま
せんが、入力することはできます。

構文：

ATAN(n)
ここで：

• n は逆正接であり、定量テーブルの列または数値として
指定できます。

CEILING 2 3 指定された定量テーブル列に表示される値または指定され
た数値以上の最小の整数を取得します。

構文：

CEILING([Results Table column])
例：CEILING([Calculated Concentration])

COS 角度の余弦を取得します。これは、定量テーブルの列の値
または数値として指定できます。COS の関数は計算機では
使用できませんが、入力することはできます。

構文：

COS(n)
ここで：

• n は角度であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。

COUNT セット内の項目の数を取得します。

2 この関数は、関数内の関数やユーザー指定の数値に使用できます。
3 これらの関数が適用されるユーザーが選択した列は、数値形式である必要があります。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

EXP 指定した e の累乗で取得します。これは、定量テーブルの
列の値または指定した数値になります。

構文：

EXP(n)
ここで：

• n は累乗であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。

注: 累乗が 709 を超える場合は、該当なしが表示されます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

FIND 4 標準またはカスタムの定量テーブル列のテキスト内の指定
された文字の位置を取得します。

構文：

FIND(‘search string’;[Results Table
column];n)
ここで：

• 検索文字列 は、検索するテキストまたは数値です。

• n はテキストセグメントのカウントを開始する文字位置で
す。

注:

• FIND 関数は、FIND または他の関数で使用できます。

• FIND 関数が FIND 関数で使用される場合、内部の
FIND が最初に実行されます。後続の位置は、外側の
FIND の開始インデックスとして使用されます。

• 内部 FIND が無効な値を指定した場合、つまり 検索文字
列 が見つからない場合、式は無効として扱われ、結果の
テキスト値を次のように扱うに対して選択されたオプショ
ンによって出力値が制御されます。

• FIND 関数が無効なエントリに適用され、結果のテキスト
値を次のように扱うが元のテキストに設定されている場
合、関連する定量テーブルの列に該当なし が表示されま
す。

• FIND 関数はワイルドカード文字をサポートしていませ
ん。

FLOOR2 3 指定した定量テーブル列または指定した数値に表示される
数値以下の最大整数を取得します。

構文：

FLOOR([Results Table column])
例：FLOOR([Calculated Concentration])

4 この関数で使用されるテキストは大文字と小文字が区別されます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

GET 指定された成分の値を取得します。

構文：

GET([Results-Table-column]; 'Component-
Name')

GETGROUP グループ内の指定した遷移の値を取得します。

構文：

GETGROUP([Results-Table-column]; n)
ここで：

• n は、グループ内のトランジションの数です。

注: 成分セクションでグループが指定されていない場合、
GETGROUP 関数はすべての成分を同じグループのメンバ
ーとして扱います。

GETSAMPLE 5 6 選択したタイプのサンプルの標準またはカスタムの定量テー
ブル列から値を取得します。

構文：

GETSAMPLE([Results Table column];'Sample
Name')
例：GETSAMPLE([Area]; ‘Low QC’)

5 複数のサンプルが同じ サンプル名持つ場合、ソフトウェアは一致のある最初の処理済みサンプルからデータを供
給します。

6 指定された サンプル名 が定量テーブルに見つからない場合、結果は結果のテキスト値を次のように扱うで選択さ
れたオプションによって制御されます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

GETSAMPLECLOSEST 7 8 9 10
11

ユーザーが指定した値に最も近い値を持つ、選択した型の
サンプルの標準またはカスタムの定量テーブル列から値を
取得します。

構文：

GETSAMPLECLOSEST([Results Table column
1]; [Results Table column 2])
ここで：

• 定量テーブルの列 1 は出力値です。

• 定量テーブルの列 2 は入力値です。

例 12：GETSAMPLECLOSEST([Ion Ratio]; [Area])

GETSAMPLECLOSESTLOW 7 8
9 10 11

ユーザー指定の値以下の値を持つ、選択したタイプの最も
近いサンプルの標準またはカスタムの定量テーブル列から
値を取得します。

構文：

GETSAMPLECLOSESTLOW([Results Table column
1]; [Results Table column 2])
ここで：

• 定量テーブルの列 1 は出力値です。

• 定量テーブルの列 2 は入力値です。

例 12：GETSAMPLECLOSESTLOW([Ion Ratio];
[Area])

7 入力値は数値列である必要があります。
8 この関数は、定量テーブルで構成された精度ではなく、保存されたデータ内の数値の精度を比較に使用します。
9 複数の処理されたサンプルに同じ入力値がある場合は、一致のある最初に処理されたサンプルからデータが提供

されます。
10 指定した入力値が定量テーブルにない場合、結果は結果のテキスト値を次のように扱うに対して選択されたオプシ

ョンによって制御されます。
11 入力値に対してサンプルタイプの選択が可能です。 
12 式では改行は無効です。式フィールドに式を貼り付けた場合は、改行を削除します。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

GETSAMPLECLOSESTHIGH 7 8
9 10 11

ユーザー指定の値以上の値を持つ、選択したタイプの最も
近いサンプルの標準またはカスタムの定量テーブル列から
値を取得します。

構文：

GETSAMPLECLOSESTHIGH([Results Table
column 1]; [Results Table column 2])
ここで：

• 定量テーブルの列 1 は出力値です。

• 定量テーブルの列 2 は入力値です。

例 12：GETSAMPLECLOSESTHIGH([Ion Ratio];
[Area])

GETSAMPLEEQUAL 7 8 9 10 11 ユーザー指定の値と等しい値を持つ、選択したタイプのサン
プルの標準またはカスタムの定量テーブル列から値を取得
します。

構文：

GETSAMPLEEQUAL([Results Table column 1];
[Results Table column 2])
ここで：

• 定量テーブルの列 1 は出力値です。

• 定量テーブルの列 2 は入力値です。

例：GETSAMPLEEQUAL ([Ion Ratio]; [Area])
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

GETSTAT 統計ペインに表示されている平均、標準偏差、パーセント
CV、または複製全体の平均真度列を定量テーブルに追加
します。

構文：

GETSTAT('Statistics-pane-
column';'Metric';'Grouping')
ここで：

• 統計ペインの列 は、統計 ペインを表示する列の名前とま
ったく同じである必要があります。

• メトリック は、統計が計算されるプロパティです。統計は、
算出濃度、面積、高さ、およびキャリブレーション Y 値に
ついて計算できます。

• (オプション) グループ化 は、統計情報の計算のために分
析種のサンプルがどのようにグループ分けされるかを指
定します。以下のオプションを使用できます：実際の濃
度、サンプル名、サンプル ID、サンプル名プレフィックス、
サンプルコメント、バーコード、スキャンされたバーコード、
注入位置。グループ化オプションが指定されていない場
合は、実際の濃度 が使用されます。

注: グループ化オプションが選択されていない場合、
GETSTAT は標準および QC サンプルタイプについて、実
際の濃度別にグループ化された統計値（平均、標準偏差、
パーセント CV、複製全体の平均精度）を抽出します。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

GETVALUE8 定量テーブルの 2 つの列の値、または定量テーブルの列と
ユーザー指定の値を比較します。値が同じ場合、関数は定
量テーブルの 3 番目の列の値を取得します。GETVALUE
の関数は計算機では使用できませんが、入力することはで
きます。

構文：

GETVALUE([Results Table Column 1)];n1;
[Results Table Column 2)]
ここで：

• 定量テーブルの列 1 は、 n1 が 定量テーブルの列 2 と
同じ場合に関数が値を取得する列です。

• n1 は、比較に使用される列またはユーザー指定の値で
す。 n1 は、定量テーブルの列、計算列、カスタムテキス
ト列、数値、またはテキストです。列は角カッコ：[] で囲む
必要があります。テキストは必ず単一引用符で囲んでく
ださい。数字は引用符で囲まないでください。

• 定量テーブルの列 2 は、比較に使用する定量テーブル
の列、計算列、またはカスタムテキスト列です。

注:

• 複数のサンプルに同じ入力値がある場合、関数は処理さ
れる最初のサンプルからデータを取得します。

• 入力値が定量テーブルに見つからない場合、結果は 結
果のテキスト値を次のように扱う で選択されたオプション
によって制御されます。

• 入力値に対してサンプルタイプの選択が可能です。 
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

IEEEREMAINDER 定量テーブルの列またはユーザー指定の数値を定量テーブ
ルの列またはユーザー指定の数値で除算した結果である剰
余を取得します。IEEEREMAINDER の関数は計算機では
使用できませんが、入力することはできます。

構文：

IEEEREMAINDER (n1; n2)
ここで：

• n1 は被除数、つまり除算される数値で、定量テーブルの
列または数値として指定できます。は累乗であり、定量テ
ーブルの列または数値として指定できます。

• n2 は除数で、定量テーブルの列または数値として指定で
きます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

IF 論理テストを行い、true または false の結果を返します。ネ
ストされた IF 関数を使用して、複数の条件をテストします。
IF 関数は、およびやまたはなどの他の論理関数と組み合わ
せて、論理テストを拡張できます。

構文：

IF(condition;value if true;value if
false)
ここで：

• condition は、true または false として評価できる値また
は論理式です。

• value if true は、関連する定量テーブルの列に表示され
る値です。その場合、 condition が true です。

• value if false は、関連する定量テーブルの列に表示され
る値です。その場合、 condition が false です。

注: IF 関数記号は、計算機から選択または入力します。ま
たは別のソースからコピーすることができます。IF 関数で
は、大文字と小文字が区別されません。

注: 文字 && と || は、それぞれ および と または に使用でき
ます。演算子 および と または は前後にスペースが必要で
すが、演算子 && および || には不要です。

数値関数は、IF 関数を使用した数式で使用できます。
MEAN や STDEV などの数値関数は、以下で使用できま
す： condition、 value if true、または value if false 式。

IF 条件は、これらの列の信頼度信号をテストできます。

• 質量信頼性

• フラグメント質量誤差の信頼性

• RT 信頼性

• アイソトープ信頼度

• ライブラリ信頼度

• 式信頼度

• 複合ルール

信頼度信号は、緑、黄、赤、またはグレーの値についてテス
トできます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

IN 要素が値のセットに含まれるかどうかを識別します。要素が
セット内にある場合は、true が指定されます。要素がセット

内にない場合は、false が指定されます。

構文：

IN ([Results Table column] | number |
string | function; value 1;value 2;value
3)
ここで：

• 定量テーブルの列、 番号、 文字列、または 関数 は、定
量テーブルの列、数値、テキスト文字列、または関数を検
索するために指定されます。

• 値 1;値 2;値 3 は、セット内で見つかる最大 100 個の値
のリストです。値には、数値、テキスト、または関数を使用
できます。

例：IN([Actual Concentration]; 1;2;3)

INTERCEPT 関数または関係のグラフが座標系の反対側の軸と交差する
点を取得します。

構文：

• INTERCEPT ([X-value];[Y-value])
• INTERCEPT ([Y-value])

注: 値が 1 つだけ指定されている場合は、それが Y 値とし
て使用され、実際の濃度は X 値として使用されます。

INTERCEPT は線形回帰を指します (y = ax + b)。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

ISNUMBER 定量テーブルのセルの値が数値または数値以外であること
を識別します。値が数値の場合は、trueが指定されます。

値が数値でない場合は、falseが指定されます。

構文：

ISNUMBER([Results Table column])
例 12：ISNUMBER([Calculated Concentration])

注:

ISNUMBER が IF 関数などの複雑なステートメントで使用さ
れる場合、結果（true または false）は小文字にする必要

があり、引用符で囲むことはできません。

例：IF(ISNUMBER([Area]) = true;'compound
present';'compound not present')

LEFT 13 14 15 テキストの先頭から指定した文字数を取得します。

構文：

LEFT([Results Table column];n)
ここで：

• n は取得する文字の量です。

例：LEFT([Sample ID];4)

LOG 定量テーブルの列の値または指定された数値の対数を取得
します。

構文：

LOG(1;10)

LOG10 定量テーブルの列の値または指定された数値の 10 を底と
する対数を取得します。

構文：

LOG10(1)

13 この関数は他の関数と併用できます
14 この関数は、数値、テキスト、またはブール列で使用できます。
15 この関数はテキスト列での使用をお勧めします。

式の参照

機能ガイド
RUO-IDV-05-15884-JA-A

SCIEX OS ソフトウェア 計算列
63/72



表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

MAD （中央絶対偏差）定量データの一変量サンプルの変動性の
指標を取得します。MAD の関数は計算機では使用できま
せんが、入力することはできます。

MAX セット内の最大値を取得します。

MEAN データサンプル、母集団、または確率分布の上半分を下半
分から除算した値を取得します。

MEDIAN データサンプル、母集団、または確率分布の上半分を下半
分から除算した値を取得します。

MIN セット内の最小値を取得します。

POW 指定された数値を指定された累乗して取得します。

構文：

POW(n1;n2)
ここで：

• n1 は計算される数値であり、定量テーブルの列、関数、
または数値として指定できます。

• n2 は累乗であり、定量テーブルの列、関数、または数値
として指定できます。

例：POW(2,3)

注: 結果が 1.7E+308 を超える場合は、該当なしが表示さ
れます。

RIGHT 13 14 15 テキストの末尾から指定された文字数を取得します。

構文：

RIGHT([Results Table Column];n)
ここで：

• n は取得する文字数です。

例：RIGHT([Barcode];3)
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

ROUND 2 3 指定した定量テーブル列またはユーザーが指定した数値
を、最も近い整数または指定した小数点以下の桁数に丸め
ます。

構文：

ROUND([Results Table column];n)
ここで：

• n は小数点以下の桁数です。

• 仮に n >0 の場合、数値は指定された小数点以下の
桁数に丸められます。

• 仮に n = 0 の場合、数値は最も近い整数に丸められ
ます。つまり、小数点以下の桁は使用されません。

• 仮に n >0 の場合、数値は小数点の左側に丸められ
ます。

例：ROUND([Calculated Concentration];0)

SEARCH 13 16 17 標準またはカスタムの定量テーブル列のテキスト内の指定
された文字の位置を取得します。

構文：

SEARCH('search string’; [Results Table
column]};n)
ここで：

• 検索文字列 は、検索するテキストまたは数値です。

• n はテキストセグメントのカウントを開始する文字位置で
す。

SEARCH はワイルドカード文字の使用をサポートしていま
す。次の表を参照：表 A-2。

16 この関数で使用されるテキストは大文字と小文字が区別されません。
17 この 検索文字列 が見つからない場合、結果は結果のテキスト値を次のように扱うに対して選択されたオプションに

よって制御されます。結果のテキスト値を次のように扱うが元のテキストに設定されている場合、関数は 該当なし
を取得します。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

SIGN 定量テーブルの列の値または指定された数値の符号を識別
する値を取得します。SIGN の関数は計算機では使用でき
ませんが、入力することはできます。

構文：

SIGN(n)
ここで：

• n は累乗であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。

SIN 定量テーブルの列の値または数値として指定された、指定さ
れた角度の正弦を取得します。SIN の関数は計算機では使
用できませんが、入力することはできます。

構文：

SIN(n)
ここで：

• n は角度であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。

SLOPE 線の方向と急勾配の両方を識別する数値を取得します。勾
配とも呼ばれます。

構文：

• SLOPE ([X-value];[Y-value])
• SLOPE ([Y-value])

注: 値が 1 つだけ指定されている場合は、それが Y 値とし
て使用され、実際の濃度は X 値として使用されます。

SLOPE は線形回帰を指します (y = ax + b)。

SQRT 定量テーブルの列の値または指定された数値の平方根を取
得します。

構文：

SQRT(4)

STDEV (標準偏差) 一連のデータ値の変動または分散の量を定量
化するために使用される指標を取得します。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

SUBSTITUTE 4 13 標準またはカスタムの定量テーブル列の英数字値を別の英
数字値に置き換える列を定量テーブルに作成します。

構文：

SUBSTITUTE([Results Table column];’
original alphanumeric value’;’new
alphanumeric value’;n)
ここで：

• n (オプション) は、元の 英数字値の 出現箇所であり、 新
しい英数字の値。仮に n を指定すると、値の n 番目のイ
ンスタンスのみが置き換えられます。それ以外の場合、
古い値のすべてのインスタンスが新しい値に変更されま
す。

例：SUBSTITUTE([Sample Name]; ‘STD’;’
STD_00’)

SUM セット内の数値リストの合計を取得します。

TAN 角度の正接を取得します。これは、定量テーブルの列の値
または数値として指定できます。TAN の関数は計算機では
使用できませんが、入力することはできます。

構文：

TAN(n)
ここで：

• n は角度であり、定量テーブルの列または数値として指
定できます。
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表 A-1 : 機能 (続き)

機能 説明

TEXT 数値に書式コードを適用して、数値の表示方法を変更しま
す。この機能を使用すると、数字をより読みやすい書式で表
示したり、数字、テキスト、記号を一緒に使用したりできま
す。書式は、数値またはテキストの列に適用できます。書式
は、ブール列には適用できません。TEXT の関数は計算機
では使用できませんが、入力することはできます。

構文：

TEXT([Results Table Column];‘format
code’)
ここで：

• 定量テーブルの列 は、書式設定される列です。

• 書式コード は、列の内容の表示方法を制御します。 表
A-3 から表 A-9 を参照してください。

TRIM 13 テキストから余分なスペースを削除します。単語を区切るス
ペースを除き、先頭、末尾、および内部スペースはすべて、
標準またはカスタムの定量テーブル列から削除されます。

構文：

TRIM([Results Table column])
例：TRIM([Barcode])

TRUNCATE 定量テーブル列の数値の整数部分を取得します。

構文：

TRUNCATE ([Results Table column])
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表 A-2 : ワイルドカード文字

ワイルドカード
文字

説明

? 疑問符 (?) は任意の 1 文字を検索します。

例：SEARCH('?ard';[Component Comment];1)
?ardは cardを検索します（テキスト内のテストワイルドカード文字 (?)と(*)）。
戻り位置は 11 です。

注:

疑問符 (?) を検索するには、文字の前にバックスラッシュ (\) を入力します。

例：SEARCH('\?';[Component Comment];1)
\? は?を検索します（テキスト内のテストワイルドカード文字 (?)と(*)）。戻り位置

は 28 です。

* アスタリスク (*) は、任意の文字シーケンスを検索します。

例：SEARCH('*ard';[Component Comment];1)
*ardは Test wild cardを検索します（テキスト内のテストワイルドカード文
字 (?)と(*)）。戻り位置は 1 です。

注:

アスタリスク (*) を検索するには、文字の前にバックスラッシュ (\) を入力します。

例：SEARCH('\*';[Component Comment];1)
\*は、*を検索します（テキスト内のテストワイルドカード文字 (?)と(*)）。戻り位置

は 36 です。

書式コード

表 A-3 : 年

書式 書式コード 構文 例の結果

00 ～ 99 yy TEXT([Results Table
Column];'yy')

23

1900 ～ 9999 yyyy TEXT([Results Table
Column];'yyyy')

2023
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表 A-4 : 月

書式 書式コード 18 構文 例の結果

1 ～ 12 M TEXT([Results Table
Column];'M')

9

01 ～ 12 MM TEXT([Results Table
Column];'MM')

09

1 月から 12 月 MMM TEXT([Results Table
Column];'MMM')

9 月

1 月から 12 月 MMMM TEXT([Results Table
Column];'MMMM')

9 月

表 A-5 : 日

書式 書式コード 構文 例の結果

1 ～ 31 d TEXT([Results Table
Column];'d')

4

01 ～ 31 dd TEXT([Results Table
Column];'dd')

04

日曜から土曜 ddd TEXT([Results Table
Column];'ddd')

月

日曜日から土曜
日

dddd TEXT([Results Table
Column];'dddd')

月曜日

表 A-6 : 時間

書式 書式コード 構文 例の結果

0 ～ 12（12 時間
表示）

h TEXT([Results Table
Column];'h')

9

01 ～ 12（12 時
間表示）

hh TEXT([Results Table
Column];'hh')

09

午前または午後
（12 時間表示）

AM/PM TEXT([Results Table
Column];'h AM/PM')

9 PM

0 ～ 24（24 時間
表示）

H TEXT([Results Table
Column];'H')

21

00 ～ 24（24 時
間表示）

HH TEXT([Results Table
Column];'HH')

09

18 書式コードでは、大文字と小文字が区別されます。小文字の m は分を書式化するために使用されます。
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表 A-7 : 分

書式 書式コード 構文 例の結果

0 ～ 59 m TEXT([Results Table
Column];'m')

7

00 ～ 59 mm TEXT([Results Table
Column];mm)

07

表 A-8 : 秒

書式 書式コード 構文 例の結果

0 ～ 59 s TEXT([Results Table
Column];'s')

2

00 ～ 59 ss TEXT([Results Table
Column];ss)

02

表 A-9 : 数値

書式 書式コード 構文 例の結果

小数点以下の桁
数

小数点記号の後
に、必要な小数点
以下の桁数分の
0 が続きます

TEXT([Results Table
Column]; ‘#.00’)

.24

1 未満の数値の
場合、1 の位に

0 を表示 TEXT([Results Table
Column]; ‘0.000’)

0.245

パーセント % TEXT([Results Table
Column];'0%')

24%

千の位のセパレ
ーター

千の位までの各
桁に対して # また

は 0 を使用し、必

要なセパレーター
を正しい位置に配

置します

TEXT([Results Table
Column];#,###)

12,200,000

科学的記数法 E+0 TEXT([Results Table
Column]; ‘0.0E+0’)

1.2E+7
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お問い合わせ先

お客様のトレーニング
• 北米: NA.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパ：Europe.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパおよび北米以外: sciex.com/education

オンライン学習センター
• SCIEX Now Learning Hub

SCIEX サポート
SCIEX およびその代理店には、十分な訓練を受けた保守 / 技術専門のグローバルスタッフがお
り、システムに関する質問や技術的な問題にお答えします。詳細については、SCIEX の Web サイ
ト sciex.com をご覧いただくか、以下のリンクからお問い合わせください。

• sciex.com/contact-us

• sciex.com/request-support

サイバーセキュリティ
SCIEX 製品のサイバーセキュリティに関する最新のガイダンスについては、sciex.com/
productsecurity を参照してください。

説明書
このバージョンのドキュメントは、以前のすべてのバージョンのドキュメントに優先します。

このドキュメントを電子的に閲覧するには Adobe Acrobat Reader が必要です。最新バージョンを
ダウンロードするには、次にアクセスしてください https://get.adobe.com/reader。

ソフトウェア製品の説明書については、ソフトウェアに付属のリリースノートまたはソフトウェアインス
トールガイドを参照してください。

ハードウェア製品の説明書については、システムまたはコンポーネントに付属の説明書を参照してく
ださい。

説明書の最新版は SCIEX の web サイト（sciex.com/customer-documents）で入手できます。

注: このドキュメントの無料の印刷版を請求するには、sciex.com/contact-us までお問い合わせくだ
さい。

お問い合わせ先
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